

３－①　安全で安心な教育環境を実現する
【施策】学校等の教育施設の空調設備設置による安全・安心な施設環境の構築

	事　業　名
	内　　　　　容

	空調設備設置事業
（学校教育課）
	児童生徒の体調管理や安心・安全な教育環境の確保のため，空調設備を設置する。

	平成23年度の主な取組
	　平成２４年３月にランチルーム（本町小、白鳥小、福栄小）の空調設備設置を完了した。
白鳥中学校の空調設備設置工事（普通教室及び特別教室）は、平成２４年３月から着工した。

	成果及び課題
	平成２４年３月にランチルーム（本町小、白鳥小、福栄小）の空調設備設置を完了した。
白鳥中学校の空調設備設置工事は、平成２４年度に繰越となったので、引続き工事を行う。

	今後の取組
	平成２４年度に繰越となった白鳥中学校について、平成２４年６月末に工事完了予定である。
また、本町、白鳥、福栄、三本松の４小学校については、平成２４年度に普通教室及び特別教室の空調設備設置工事を行う。


【施策】地域のボランティア等との連携による学校内外の安全確保

	事　業　名
	内　　　　　容

	地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業
（学校教育課）
	　スクールガード・リーダーを中心とした学校内外における児童の安全確保体制のより一層の充実と防犯教室等の体験的な活動をとおして，子ども自身に危険予測・回避能力を身に付けさせる。

	平成23年度の主な取組
	　市内７小学校・７園に、１日あたり５時間、年間５８日、スクールガード・リーダーを派遣した。登下校中の通学路の安全点検や地域の学校安全ボランティアへの指導、学校で行う不審者想定の避難訓練への参加やアドバイスなどを行った。

	成果及び課題
	防犯の専門家である警察官ＯＢの派遣を県に求めることにより、市内小学校及び幼稚園の子どもの安全確保や学校の安全管理体制の整備の確立につながった。　　　　　　　　　　　　　　

	今後の取組
	　香川県の「地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業｣については、平成２３年度で終了しており、スクールガード・リーダーについては、平成２４年度から配置されない。今後は、各校の見守りボランティア団体の活動を活性化させ、学校(園)の希望により、防犯の専門家に個別に助言を受ける方向で進める。


	子どもSOS事業
（少年育成センター）
	　子どもたちが登下校時等に，不審者からの声かけやつきまといなどで身の危険を感じた場合に，助けを求めて駆け込める緊急の避難所を設置する。併せて，子どもたちが登下校中やむなくトイレを拝借したり，体調不良のときは保護者に連絡をお願いしたりできる場所でもある。

	平成23年度の主な取組
	「こどもSOS」看板設置者にアンケートを実施し、継続して看板を設置していただけるか、また、子どもたちがどのように「こどもSOS」を利用しているのか確認を行った。

	成果及び課題
	「こどもSOS」利用回数は８２回あり、「トイレの利用」７７％、「電話の借用」１８％、「病気・怪我の対応」１％、その他（友達との待ち合わせ、牛乳パックをいただく等）４％であり、不審者が原因で対応していただいた事案はなかった。
高齢化等の理由により、廃止希望が１７件あった。また新規の設置希望は２件であり、平成２３年９月からの「こどもSOS」看板設置数は、前回より１５件減の３１６件となった。

	今後の取組
	各学校及びＰＴＡとの連携のもと、校区の実情に合わせた「こどもSOS」の設置について、見直していく。


【施策】放課後や週末の子どもたちの体験・交流活動等の場づくり
	事　業　名
	内　　　　　容

	わくわくチャレンジ教室開催事業

｛１－②再掲｝
（生涯学習課）
	学校週５日制で休日となった土曜日に，小学生を対象として，地域住民が講師となって各種教室を開催・運営する。参加している子どもたちが地域の講師や学校・学年の違う子どもたちと交流しながら各種の体験をすることにより，地域の教育力の向上を図る。

	平成23年度の主な取組
	各公民館等で地域の方々が講師（３０名）となって、１４教室を開講し、１８０名の児童が参加した。

	成果及び課題
	児童の自主性や社会性を育てる活動や機会の充実が図られた。
土曜日授業の実施に伴い、受講生の数が減少している。

	今後の取組
	　子どもたちが自主性や社会性を育て、豊かな心を育むよう健全育成に努める。
　土曜日授業と少年少女発明クラブ等、土曜日開催の行事について調整する。


	少年少女発明クラブ開催事業

｛１－②再掲｝
（生涯学習課）
	子どもたちが科学的な発想のもとに創意工夫に基づく製作活動を行う場を提供し，適切な助言のもとで科学的な見方や考え方及び自主性を育てる。また，作品を完成させる喜びを味わわせることで，豊かな人間形成にも寄与する。

	平成23年度の主な取組
	毎月第２･４土曜日に白鳥本町コミュニティセンターにおいて、指導者９名、クラブ員７名で開催した。

	成果及び課題
	第６７回香川の発明くふう展に出展し、東かがわ市長賞１名、平賀源内先生顕彰会会長賞１名受賞した。

	今後の取組
	次代を担う青少年に、「ものづくり」に親しむ環境を整え、ものづくりに携わる人材育成に努める。
土曜日授業とわくわくチャレンジ教室等、土曜日開催の行事について調整する。


	放課後子どもプラン事業｛１－②再掲｝
（生涯学習課）
	学習アドバイザー，安全管理人の人員の確保に努め，各教室の内容の充実に努めるとともに，行政と学校，地域，保護者との交流の中で，一層の連携を図る。また，放課後子ども教室(推進事業)と放課後児童クラブ(健全育成事業)の良い面を取り入れながら一体的に実施し，放課後子どもプランの充実を図る。

	平成23年度の主な取組
	引田小学校区では、大きな問題もなく放課後児童クラブ、子ども教室を一体的に実施できた。また、その他４校区では子ども教室のみを実施した。

	成果及び課題
	各教室とも工夫し、充実したプログラムを展開できた。学校から教室までの移動距離が長いところは危険が多く、スタッフの増員が必要である。また、特別な支援の必要な児童の加入もあり、こちらもスタッフの増員が急務となっている。

	今後の取組
	参加児童の保護者へ教室の趣旨を意識付けて理解、協力を得、スムーズな運営を図る。
今後の学校統廃合を考慮し、教室開催日の増を見込み、放課後子ども教室コーディネーターの養成、スタッフの養成に取り組む。


	放課後児童クラブ健全育成事業

｛１－②再掲｝
（子育て支援課）
	放課後の子どもの居場所として，遊具等の充実を図り安全で安心な環境を確保する。今後も待機児童をつくらないことを目指す。

	平成23年度の主な取組
	地域ボランティアや児童福祉に携わる人と連携を図りながら、心身ともに健やかに活動できる居場所づくりとして体験型の遊びを提供した。

	成果及び課題
	地域ボランティアやさぬきこどもの国から支援員を招き、ふれあいの場を設けたことで造形遊びや音楽体験など遊びの幅を広げた。また、その遊びがつながり、土曜開設日に実施しているクラブ間交流もスムーズに行えた。

	今後の取組
	平成２５年度の大内小学校統合に向けて、子どもへのかかわり方、支援の方法等について研修を重ね、指導員の資質向上に取り組む。


【事務点検評価委員からいただいた意見、提言】

学校環境設備の充実は、多くの保護者が望んでいる。空調設備は順次整備されており、さらなる充実を図られたい。

子どもを守り育てる環境づくりの一翼を担っているのが地域であるという視点から、地域ボランティア、学校支援ボランティア等の方々と連携して、安心できる教育環境の整備などを進めてほしい。本市では、防犯の専門家である警察ＯＢの派遣も行っており、大いに成果が上がったものと思われる。また、「子どもＳＯＳ事業」は、協力者を募り、連携を図ることで、地域が一丸となって取り組む事業であるが、引き続き、支援の輪を広げて欲しい。なお、地域のボランティアの方々の協力もあり、子どもたちの安全にしっかりと取り組めている点は高く評価できる。


３－②　特色ある学校づくりに向けた教育環境を整備する

【施策】計画的な学校再編整備による特色ある学校づくり
	事　業　名
	内　　　　　容

	大川中学校区学校再編事業
（学校教育課）
	大川中学校区の中学校校舎等の施設整備及び統合小学校校舎等の施設整備を実施する。

	平成23年度の主な取組
	１　大川中学校施設整備工事
・技術室棟建設工事
　・第２次、第３次大川中学校改修工事

２　大川中学校区学校再編事業

　・統合小学校校舎等建設工事

　・第２運動場、駐車場、多目的棟実施設計業務

　・用地取得(第２運動場、多目的棟用地)

	成果及び課題
	計画された工事について、すべて予定どおり着工･完了した。

平成２３年度に引き続き、統合小学校校舎等建設工事を工程どおりに施工する。

通学支援の確定、通学路安全対策の進捗確認を行う。
備品購入、既存備品等の移動業務を行う。

	今後の取組
	統合小学校校舎等建設工事の工事工程(棟別部分完了=仮使用開始)の管理を実施する。
通学支援の確定、通学路安全対策の進捗確認を行う。
備品購入、既存備品の移動等開校のための諸準備を行う。


	白鳥中学校区学校再編事業
（学校教育課）
	平成18年3月に策定された「東かがわ市学校施設整備構想」に基づき，協議会等を設置して意見集約を図る。

また，この学校再編事業に必要な学校施設等整備構想を検討する。

	平成23年度の主な取組
	

	成果及び課題
	

	今後の取組
	　耐震工事、空調設備工事の完了に伴い、今後の検討課題とする。


	幼保一体化事業
（子育て支援課）
	最終目標である幼保一元化に向け，前段階の緊急的な措置として，平成24年度には幼稚園施設の耐震化を目的とした一体化施設の開園を目標とする。また，幼保一元化施設の開園も早期に目指す。

	平成23年度の主な取組
	丹生地区幼保一体化施設（丹生幼稚園・町田保育所）開園に向けた取り組みを行った。

①運営内容の検討及び周知

②施設整備

	成果及び課題
	丹生地区幼保一体化施設「丹生こども園」を開園した。

①施設職員等で構成する一体化検討会及び準備会を各週２回程度開催した。保護者に対する説明会を行った。

②保育室を３部屋増築するとともに、運動場及び駐車場を新たに造成した。

③幼保一元化の取り組み方針を策定した。

	今後の取組
	平成２７年度大内地区幼保一元化施設開園に向け取り組む。


【施策】学校図書館の整備
	事　業　名
	内　　　　　容

	学校図書館司書と図書整備事業
（学校教育課）
	　引田小･中学校の学校図書館に図書館司書を配置し，学校図書館運営を支援する。また，地域のボランティアや読み聞かせグループとの連携を図りながら児童生徒の読書活動の推進を図る。

	平成23年度の主な取組
	　平成２４年４月開校の引田小中学校に設置された、小・中共用の学校図書館に１名司書を配置した。
　白鳥中学校区３小学校（本町・白鳥・福栄）にある蔵書の整理及びデータ入力のため、整理員３名を配置した。

	成果及び課題
	　小・中共用の学校図書館に司書を配置することで、教員との連携のもと、児童・生徒に対する読書指導・利用指導・図書館資料の選定、購入など円滑な図書館活用を促進することができた。
また、白鳥中学校区３小学校（本町・白鳥・福栄）の蔵書整理及びデータ化が終了した。

	今後の取組
	　引田中学校区に引き続き、平成２５年４月の大内小学校開校に伴い、小中共用の学校図書館が整備される予定であり、専従する学校図書館支援員が必要となる。その準備及びスキルアップのため、平成２４年度は大川中学校区（大川中学校・誉水小学校・丹生小学校）に１名、学校図書館支援員を配置する。


【施策】教材，教具の充実による適切な学習環境づくり
	事　業　名
	内　　　　　容

	指導書等配布事業
（学校教育課）
	学習指導要領の改訂により，新たな教科書に対応した教師用指導書を配布し，教員の指導力向上を図る。

	平成23年度の主な取組
	平成２３年度から、新小学校学習指導要領が全面実施となり、要領に則った新しい教科書の使用が開始された。特に小学校は、担任教員がほぼ全ての教科を教えざるを得ないので、教師用指導書が必要不可欠であるため、市内小学校で必要な教師用指導書を購入、配布した。

	成果及び課題
	市の予算で全ての学校に配布しているため、どの教科においても一定の指導内容の確保ができている。しかし、予算不足により、通級指導教室や特別支援学級用の教師用指導書や、教科書に準じた提示用資料等は十分に購入できていない。

	今後の取組
	今後、教科書の改訂が行われるまでの数年間は、各学校において学級数の増減により教師用指導書の過不足が生じるので、教師用指導書の過不足調査を行い、適切に配布する。


	教材・教具整備事業
（学校教育課）
	　児童生徒への学習指導をより充実させ，効果的に学力を定着させるため，新１年生に算数セットを配布するなど必要な教材・教具の整備を行う。

	平成23年度の主な取組
	　市内７小学校の新１年生２３３名に対し、算数セットを配布した。また、市内小・中学校において、各学校の要望に基づき、教材・教具の整備に努めた。

	成果及び課題
	　各学校における教材、教具の整備状況に応じた整備を実施しているものの、限られた予算の中でより効果的・効率的に教材・教具を整備するためには、中・長期的な見通しをもった教材・教具の整備計画の検討が必要である。

	今後の取組
	　引き続き、予算の充実に努め、各学校の教材整備状況に応じた教材の整備を段階的に進め、学習環境の充実に努める。


【事務点検評価委員からいただいた意見、提言】
「東かがわ市学校施設整備構想」に沿って、学校再編事業に取り組み、特色ある学校づくりに努めていることを評価したい。引き続き、校内図書館や教材、教具の充実など教育環境を整備していくことを期待したい。
また、大川中学校区再編事業も計画通り進み、来年度からの新小学校に寄せる期待は大きい。引田地区の再編時の問題点や良かった面を生かし、通学支援等、地域に応じた対応が求められる。

３－③　学びを保障するため教育機会の均等を確保する
【施策】奨学金貸付基金事業の適正運営

	事　業　名
	内　　　　　容

	奨学金貸付事業
（学校教育課）
	東かがわ市に住所を有する学生，生徒のうち，優れた素質と強い向学心を持ちながら経済的理由により修学に困難がある者に対し，奨学金の貸付けを行う。このことにより社会に有為な人材の育成に資する。

	平成23年度の主な取組
	貸付人数３６名　貸付金額２１,１７０,０００円

うち、新規貸付人数１０名  新規貸付金額５,９３０,０００円

	成果及び課題
	平成２０年度から、新規奨学生の採用時に教育委員による面接を実施しており、世帯の経済状況に加え、奨学生本人の資質や向上心を選考審査により適正に実施することができた。

本市合併前からの長期滞納者に対し、今年度は、自宅への訪問のみならず、職場への督促訪問を実施し、納付へと繋げた。

	今後の取組
	今後も、毎年１０名程度新規奨学生を採用する。

滞納者に対して、本人及び保護者への職場及び自宅訪問や電話、文書による督促、保証人への納付指導依頼書の送付等による督促を実施することにより、滞納金額は減少してきている。今後も、滞納者に対し、適正に督促を実施し、基金を追加することなく、公平な事業運営を図る。


【施策】児童生徒の就学支援
	事　業　名
	内　　　　　容

	就学援助費支給事業

（学校教育課）
	小学校及び中学校における義務教育のより円滑な実施に資することを目的に，経済的理由により就学困難な児童及び生徒の保護者に対して，必要な援助を行い，今後も継続して実施する。

	平成23年度の主な取組
	平成２２年度からの継続認定者に加え、年度途中での申請者について、随時保護者からの聞取り及び学校長の意見等を勘案し、月毎に認定を行った。

	成果及び課題
	平成２３年度（平成２４年３月３１日現在）要保護認定者は小学校１名、中学校１名、合計２名である。また、準要保護認定者は小学校 １０６名、中学校 ８９名、合計 １９５名、全児童生徒の８％である。

	今後の取組
	　引き続き、真に援助を必要とする保護者に対して、適切な就学支援を行うことで、義務教育のより円滑な実施を図る。


	就学奨励費支給事業

（学校教育課）
	特別支援学級に就学する児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するため，その負担能力に応じ必要な援助を今後も継続して実施する。

	平成23年度の主な取組
	　毎年６月初旬頃、該当する保護者に案内し、希望者からの申請書及び世帯の収入状況等により認定を行っている。

	成果及び課題
	　平成２３年度（平成２４年３月３１日現在）認定者は、小学校２１名、中学校６名の合計２７名である。

	今後の取組
	　引き続き必要な援助を実施する。


	幼稚園就園奨励費支給事業

（子育て支援課）
	幼稚園に就園する保護者の経済的負担を軽減するために，世帯所得に応じ必要な援助を今後も継続して実施する。

	平成23年度の主な取組
	保護者に対して授業料の減免を行い、保護者の経済的負担の軽減を図った。

	成果及び課題
	世帯所得に応じて減免措置を講じた結果、授業料減免認定者は２９名、全園児の約２２％である。

	今後の取組
	減免対象枠を拡充し、引き続き世帯所得に応じた授業料の減免措置を行い幼稚園教育の機会を確保する。


【事務点検評価委員からいただいた意見、提言】
奨学金貸付事業をはじめ就学援助費支給事業、就学奨励費支給事業、幼稚園就園奨励費支給事業を通じて、一層の就学支援に努めてほしい。奨学金貸付事業において、滞納者にしっかり督促するなど公平な事業運営に努めることを期待する。奨学金等適正な運営を図ることは、教育の機会の均等の確保につながるものと考えることから、さらなる充実を図られたい。


４－①　いつでも，どこでも学べる環境をつくる
【施策】図書館や歴史民俗資料館の活用を通じた市民の学習活動の支援
	事　業　名
	内　　　　　容

	とらまる図書館運営事業
（生涯学習課）
	高齢化社会の進行，余暇の増大，市民の生活環境の変化に柔軟に対応するサービス機能を充実し，生涯学習の一拠点としての図書館づくりを行う。

	平成23年度の主な取組
	高齢化社会の進行、余暇の増大、市民の生活環境の変化に柔軟に対応することができるサービス機能を充実し、生涯学習の一拠点としての図書館づくりを実施した。

	成果及び課題
	環境整備の実施や、幼児・児童・生徒の読書推進のためにブックリスト(図書館だより春号・夏号・秋号・冬号)を作成し、配布した。
　「緊急雇用創出事業(国庫補助)」により、全国の自治体史３８２２冊のデータ入力、コーティング作業を平成２３年１２月末で完了した。
「住民生活に光をそそぐ交付金事業(国庫補助)」で図書資料購入、旧レストラン厨房室の改修工事、２階書庫冷暖房改修工事、図書館内書棚の耐震固定金具設置工事等を完了した。
引田公民館の図書資料及び書架をとらまる図書館に移動した。

	今後の取組
	利用者の利便性の向上を図るため、インターネットによる予約サービスを平成２４年７月１日から実施する。


【施策】公民館等の活用を通じた地域の学習拠点づくり

	事　業　名
	内　　　　　容

	市民の主体的な学習活動への支援事業
（生涯学習課）
	交流プラザを拠点とし，公民館独自の講座や講演会等を開催することにより市民の教養の向上と健康の増進及び情操の純化を図り，生活文化の振興，社会福祉の増進を行う。

	平成23年度の主な取組
	大内公民館において中高年のためのパソコン教室をはじめ交流プラザでは夏休み子どもイベントとして虫の観察やお菓子教室を開催した。
交流プラザ１周年記念事業としてコンサートを２公演実施するとともに、乳幼児を中心とした児童図書室を設置した。
市内公民館と交流プラザ職員の意見交換会を実施した。

	成果及び課題
	パソコン講座においては、一定の評価はあるが講座内容がマンネリ化の傾向にあるため、受講者の要望等の調査を実施しながら内容を検討する必要がある。公民館や交流プラザにおいては、中高年の利用者が多いため、夏休みなど子ども向けの事業を取入れることで利用者層の幅を広げている。今後も幅広い層への施設ＰＲが必要である。

	今後の取組
	不特定多数の利用者が使用するため、利用者が安心して施設を利用できるよう防災を意識して、取り組む必要がある。交流プラザで防災訓練等を２回実施予定である。


【施策】持続可能な社会の構築に向けた教育に関する取組

	事　業　名
	内　　　　　容

	太陽光発電装置を使った環境学習事業
｛２－⑤再掲｝
（学校教育課）
	　全ての中学校に整備した太陽光発電設備を有効に活用し，電力をキーワードとして，環境学習に取り組む。
（対象：中学校）

	平成23年度の主な取組
	　３中学校に太陽光発電設備を整備し、環境に対する意識を高め、CO2 運動の実践に取り組んだ。

	成果及び課題
	　電気使用量を数値化することで、節電意識が向上し、他の活動につながってきている。

	今後の取組
	　継続して実施する。


	セミナー・講座等の開催促進事業
（生涯学習課）
	　教養講座，文化セミナー，学習セミナーなど，市民の学習要求の多様化に即応すべき各種講座等を実施する。

	平成23年度の主な取組
	交流プラザにおいて、メイクアップレッスン講座を年２回実施した。
少人数（１０人）制にすることで、自分にあったメイク方法をきめ細かく学ぶことが出来た。

	成果及び課題
	メイクアップレッスン講座は、参加者には大変好評だったが、講師に平成２４年度以降受けてもらえず、継続できないため、講師探しが大変困難である。

	今後の取組
	市民のニーズを把握し、タイムリーに自主講座とは違った内容の講座・セミナーなどを継続的に提供する。


【施策】人権教育や社会的課題に対応するための学習機会の提供

	事　業　名
	内　　　　　容

	しあわせづくり研修会
（人権推進室）
	市民を対象とした人権啓発活動として，身近な話題を取り入れた講演会・座談会や出前講座等を実施し，一人ひとりの人権意識の高揚の推進を図る。

	平成23年度の主な取組
	　人権学習講座（５回）、人権問題夏期講演会、人権トーク＆コンサートの開催や、自治会、社会教育団体等の希望する時期や内容で行う「しあわせ講座」等の出前講座を実施した。

	成果及び課題
	　インターネットでの差別的な書込みや日常生活における身近な人権問題への気づき、市内の講師による体験談など、自分たちの周りで起こっている事象を伝えることで、より身近な問題としての意識が高まった。

・人権問題学習講座(５回)　　　　 参加人数　  延べ ７６５人
・人権問題夏期講演会　　　　　　 参加人数　　　　 ３２４人

・人権トーク＆コンサート　　　　 参加人数　　　　 １０１人

・しあわせづくり研修会（４４回）参加人数　延べ １，１０５人

	今後の取組
	　人権学習講座や各種講演会を実施するとともに、市民自らが人権問題を学習する際、啓発用DVDの貸し出しや、市内の講師を派遣する取り組みを浸透させる。


	保護者対象の人権・同和教育研修会
（人権推進室）
	市内の全保育所・幼稚園・小学校・中学校の保護者を対象に，人権啓発推進委員等との交流研修会や講演会などの人権・同和教育研修を実施する。

	平成23年度の主な取組
	市内各学校、幼稚園、保育所において、参観日等に保護者対象の研修会を実施した。また市ＰＴＡ連絡協議会役員等と人権啓発推進委員との交流会を実施し、人権尊重の意識の高揚を図った。

	成果及び課題
	　人権問題は、日々の生活のなかにあることに気づき、学習することができた。

　しかし、研修内容や開催方法についていろいろな工夫を凝らしてはいるが、保護者の参加を確保することが難しい。

	今後の取組
	より多くの保護者が参加し研修できるよう内容や開催日などを工夫する。


	市民指導者の養成
（人権推進室）
	人権スキルアップ講座の歴代受講生が啓発活動の指導者として関わる体制をつくり，人権推進の輪を広げる。　

	平成23年度の主な取組
	「しあわせづくり講師団」を結成し、自治会や各種団体からの依頼をうけ、しあわせ講座講師として出向いた。

　・委嘱講師団　　　　　　　　　　１０人

　・しあわせ講座実施回数　　　　　３５回

	成果及び課題
	　講師それぞれが、個人や団体として取組んでいたことをテーマに講演に出向くことで、その活動を広く知らしめることができた。
　各種団体からの「しあわせ講座」への依頼は増えたが、依頼される講師の偏りがみえる。

	今後の取組
	　各講師の講演テーマの表記を、親しみやすいものとする。

利用を促進するため、自治会や団体の総会や集会などの案内に合わせて周知し、当該会議の前段に実施できるよう、働きけかける。

講師団講師の連携と情報交換により、そのスキルアップを図る。

新たな講師の発掘を目指す。


【事務点検評価委員からいただいた意見、提言】
交流プラザや図書館、公民館等を活用した市民の学習活動の支援が広がっている。

市民が生涯を通じてさまざまな機会に学び、豊かな人生をおくることができる社会を

めざして、さらなる充実を図られたい。
また、人権啓発についての研修会等は、内容が充実しており、大いに評価できる。

今後は、参加者が固定化することなく、多くの市民が関われるよう、さらなる工夫を

望みたい。

自治会組織の活動が少なくなり、自治会からの協力が少ない現状の中、各課とも

様々な研修会を企画し、多くの市民や企業に学習機会を用意されていることは評価で
きる。参加者や講師の偏りの解消に努めていただきたい。


４－②　地域に根ざした文化・芸術を振興する
【施策】文化財の適切な保護による次世代への確かな継承
	事　業　名
	内　　　　　容

	引田城址整備事業
（生涯学習課）
	現在行われている引田城址の調査経過や概要を広く周知し，地域の文化財に対する関心を高める。

	平成23年度の主な取組
	平成２４年度の調査報告書発行にむけて、測量調査及び試掘調査、文献史料調査を実施した。

	成果及び課題
	調査成果について、引田城址調査検討委員会から順調よく進捗しているとの評価があった。今後は調査報告書の編集・発行に向けて執筆者と連絡を密にしてスケジュール管理を行う必要がある。
引田城址について、国指定史跡の指定に向けての気運を高めるためにも啓発・普及活動を推進する必要がある。

	今後の取組
	引田城址の認知度を高めるために、シンポジウムや歴史民俗資料館で特別展を開催するなど啓発・普及活動を行う。


【施策】文化財，文化・芸術を活用した生涯学習の振興
	事　業　名
	内　　　　　容

	歴史民俗資料館普及活動事業
（生涯学習課）
	地域の文化財に関する理解を深めるため，歴史民俗資料館で常設展示・企画展示などを行い，展示について広報紙等を利用して市民に周知したり，小･中学校からの見学を受け入れたりして普及活動を行う。

	平成23年度の主な取組
	市内外の関係団体の協力を得て、企画展・特別展を計６回開催した。『広報東かがわ』に「東かがわ文化財めぐり」を連載し、市内の歴史や民俗を紹介して文化財保護の啓発活動に努めた。

	成果及び課題
	市内小中学校４校が、展示見学や職場体験学習など計８回歴史民俗資料館を利用した。
市内全域から見れば、資料館の認知度・関心が低いように感じられる。

	今後の取組
	引き続き、企画展や広報紙連載を行い、啓発・普及活動に努める。あわせて、啓発・普及活動につながるよう市内の文化財や史跡を案内できるボランティアを養成する。


【事務点検評価委員からいただいた意見、提言】
引き続き、多様な文化財を調査し、東かがわ市のシンボルとして保存、活用に努め
てほしい。特に、子どもたちが郷土の文化・芸術に関心と感動をもつことができるよ
う学習を工夫すべきであり、広報等での啓発やマスコミも巻き込んだ活動も視野に入

れることを提案したい。

引田城址整備事業は、国指定史跡に向けて一層の活動が必要である。なお、引田城
址がある城山をはじめ、引田不整合、ランプロファイア岩脈、絹島・丸亀島の玄武岩
の柱状節理など讃岐ジオサイトを形成する地質的名所が多く、例えば、讃岐ジオパー
クの認定（世界遺産）など、未来に向けて活動を行っていくことを提案したい。

４－③　市民一人一人が日常的に楽しめる生涯スポーツを振興する
【施策】地域におけるスポーツ・レクリエーション活動の普及
	事　業　名
	内　　　　　容

	総合型地域スポーツクラブ事業

（生涯学習課）
	市民がそれぞれの体力や年齢，技術，趣味，目的に応じていつでも，どこでも，いつまでもスポーツに楽しむことができる生涯スポーツ社会を実現するために，スポーツやレクリエーションを気軽に楽しむ機会や情報を提供する。

	平成23年度の主な取組
	　市内スポーツクラブ（３クラブ）について、県体育協会クラブ育成アドバイザーの参加を得て現状把握を行い、それぞれの運営方法や活動状況を確認した。

	成果及び課題
	ヒアリングにより、３クラブの活動状況の格差や本来のクラブとしての活動内容と異なる状況が浮き彫りになった。

	今後の取組
	　体育施設の指定管理者である東かがわ市スポーツ財団と協議を進め、拠点施設を中心とした３クラブの支援体制を整える。


【施策】スポーツ・レクリエーションの指導者の養成と活用

	事　業　名
	内　　　　　容

	指導者の養成・確保事業

（生涯学習課）
	体育協会，スポーツ推進委員，各競技団体の連携を一層深め，相互の計画的な研修に努めることにより，指導者としてスポーツに関する幅広い知識を習得するとともに，地域のスポーツ指導者の発掘と養成に努める。また，市民が主体となって行うスポーツイベントを開催し，誰でも気軽にスポーツができる環境づくりを行う。

	平成23年度の主な取組
	　本町小学校土曜日授業における体育の授業の外部講師として、スポーツ推進委員が参画し、学校の授業ではないニュースポーツを指導した。

	成果及び課題
	　スポーツ推進委員としての資質向上へつながるとともに、委員協議会の組織強化へつながった。

	今後の取組
	　本町及び白鳥小学校の土曜日授業に対応するため、スポーツ推進委員に更なる研修機会を設け、地域のスポーツ指導者としての自立を促進する。


【事務点検評価委員からいただいた意見、提言】

様々なスポーツに取り組めるよう、生涯スポーツの振興に配慮した取り組みがな
されており、高く評価できる。今後も、市民一人ひとりが自分に適ったスポーツを
選択し、生涯にわたって楽しんでいけるようスポーツ・レクレーション活動の普及
と指導者の養成に努めていただきたい。


４－④　スポーツ施設の整備充実と競技力向上のための環境整備を図る
【施策】スポーツ施設の適正な管理運営と利用促進
	事　業　名
	内　　　　　容

	スポーツ施設の整備充実事業
（生涯学習課）
	市民が日常的にスポーツ活動を行う場として，老朽化が進んでいる体育施設の計画的な整備に努めるとともに，総合型地域スポーツクラブの育成と併せて，その拠点となる場所や事務局の受け皿を確保できるよう検討する。更に，子どもから高齢者まで，市民が気軽に取り組めるニュースポーツの振興を図るため，体育施設や学校施設の設備や用具の計画的な配置をする。

	平成23年度の主な取組
	　「きめ細かな交付金事業」により、かねてから要望のあった市内体育施設の改修工事を実施した。また、公園施設長寿命化計画の策定により、３つのスポーツセンターの施設の健全度を把握できた。

	成果及び課題
	　単年実施の緊急雇用事業により、スポーツ施設利用者の視点に立った施設環境整備を進めた結果、指定管理者によるきめ細かなサービスが可能になった。

	今後の取組
	　策定した長寿命化計画（１０年間）を基に、指定管理者との十分な協議のもと、施設整備を進める。


【施策】指導者の養成・確保
	事　業　名
	内　　　　　容

	指導者の養成・確保事業
（生涯学習課）
	体育協会，スポーツ推進委員，各競技団体の連携を一層深め，相互の計画的な研修に努めることにより，指導者としてスポーツに関する幅広い知識を習得することができる。また，スポーツ・レクリエーション関係団体・機関の連携を図りながら，地域のスポーツ指導者の発掘と養成を実施する。

	平成23年度の主な取組
	体育協会事業委託により、各種目別スポーツ大会及び地区体育協会主催のスポーツ大会が開催された。

	成果及び課題
	ニュースポーツの推進や、市民がだれでも参加できる生涯スポーツの啓発が図れた。

	今後の取組
	引き続き、体育協会との連携により、市民が気軽に参加することのできるスポーツイベントを画策する。


	スポーツ少年団指導者育成事業

（生涯学習課）
	各種スポーツの基盤となるスポーツ少年団の指導者育成により，指導者としての人格や識見，豊富な知識や能力の向上を図る。また，競技枠にとらわれることなく，定期的な講習会等を実施することにより，指導者間のネットワークを確立し，次世代の指導者養成を実施する。

	平成23年度の主な取組
	柔道の輪を世界に繋げる会と共催でスポーツ少年団指導者講習会を実施し、１２１名の参加があった。

	成果及び課題
	大学教授２名の先進的な講義を直に受講することができ、スポーツに関する基本的な知識や情報を指導者へ提供した。

	今後の取組
	スポーツ少年団指導者の資質向上のため、引き続き定期的な講習会を実施していく。


【施策】学校部活動の充実
	事　業　名
	内　　　　　容

	中学校部活動助成事業

（学校教育課）
	中学校生徒の部活動に対し，必要経費の補助を行うことにより，部活動の活性化を図るとともに，生徒の活動を援助する。

	平成23年度の主な取組
	　東かがわ市立中学校部活動助成金交付要綱に基づき算定した補助金を市内各中学校部活動後援会に交付した。

	成果及び課題
	引田中学校部活動後援会に６５５千円、白鳥中学校部活動後援会に７９６千円、大川中学校クラブ後援会に８９３千円交付し、平成２３年度における部活動の大会遠征費等の活動経費として利用され、市内中学校における部活動の活性化に資することができた。

	今後の取組
	　引き続き、東かがわ市立中学校部活動助成金交付要綱に基づき算定した補助金を市内各中学校部活動後援会に交付し、部活動の活性化を図るとともに、生徒の活動を支援する。


	教育振興補助金交付事業
（生涯学習課）
	文化，芸術，体育，スポーツの各種部活動が大会等に参加する場合に要する経費において補助金を交付する。

	平成23年度の主な取組
	　教育、文化、芸術、体育及びスポーツの振興に寄与するため、第４９回四国中学校総合体育大会 外１２大会に参加した経費について、白鳥中学校外２中学校及び大内空手スポーツ少年団外５少年団に対し、教育振興補助金を交付した。

	成果及び課題
	　教育振興補助金を交付することにより文化・芸術及びスポーツ
振興を図った。

	今後の取組
	　引き続き、対象者に対し、教育振興補助金を交付し、教育、文化、芸術、体育及びスポーツの振興に寄与する。


	スポーツ・芸術文化振興賞賜金交付事業
（生涯学習課）
	全国大会以上の各種大会に出場する個人に対して，賞賜金を交付する。

	平成23年度の主な取組
	　健全なスポーツの振興及び競技力の向上並びに、芸術文化の振興を図るため、第６６回国民体育大会 外８大会 に出場した個人(５１名)に対して、スポーツ・芸術文化振興賞賜金を交付した。

	成果及び課題
	　スポーツ・芸術文化を通じて全国の人と交流を図ることにより
スポーツ・文化・芸術の醍醐味を知ることができた。

	今後の取組
	　引き続き、対象者に対し、スポーツ・芸術文化振興賞賜金を交付し、健全なスポーツの振興及び競技力の向上並びに、芸術文化の振興を図る。


【施策】関係団体との連携
	事　業　名
	内　　　　　容

	社会体育部活用事業
　　　　　｛１－③再掲｝
（学校教育課）
	　中学校部活動において，多様なニーズに対応し，社会体育と一体化した活動が可能となるよう，保護者・外部指導者・学校の共通理解を促し，生徒の健全な活動を推進する。

	平成23年度の主な取組
	剣道、ソフトテニス、水泳、野球、バドミントン、卓球、柔道、バレー等の部活動に外部指導者を要請して活動している。

	成果及び課題
	外部指導者がスポーツ少年団や社会人の指導者も兼ねている場合、部活動とそれ以外の活動の区別がつきにくい面がある。また、保護者である場合は、他の部員や保護者との共通理解が必要となる。

部活動顧問が代わったときの引継が大切であるので留意したい。

	今後の取組
	継続して実施する。


	全国青年大会事業

（生涯学習課）
	全国青年大会に選手役員等，県代表として参加する市内の青年団体に対し，参加費の一部を助成し，地域に目を向けている青年の意識の高揚を図る。

	平成23年度の主な取組
	　実績なし

	成果及び課題
	　競技力の向上を図り、全国青年大会への出場権を獲得する。

	今後の取組
	　地域の青年が、将来の地域活動、まちづくりの担い手として交流できる機会の提供ができるよう検討する。　


【事務点検評価委員からいただいた意見、提言】

本市では、充実した取り組みが展開されている。市民が健やかな体と康らかな心
を持つことができるよう、今後もスポーツ施設の利用促進と適切な管理運営を一層
進めて欲しい。なお、施設の適正な管理は今後も継続し安全に細心の配慮が必要で

あり、また、スポーツ少年団等の指導者は、直接子ども達に様々な影響を与える立

場なので、技術の向上のみならず指導者としての人格や見識の向上も求められる。
引き続き、競技枠を超えた研修会を行い、基盤となる部分の共通理解が必要ではな
いかと考える。

【総　　括】
この事務点検は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」により、毎年実施されるものである。ここでは、東かがわ市における教育事務の点検評価を、東かがわ市教育基本計画に基づく今後６年間にとるべき４つの基本方針を基軸に、細部にわたって行った。その結果、事業実施において問題もなく、評価も良好であるという結論に達した。毎年進展が見受けられるが、今回も昨年の点検評価を活かした点が随所にあった点は、高く評価したい。

現在、本市では「東かがわ市学校施設整備構想」に沿って、学校再編事業に取り組
み、特色ある学校づくりに向けた教育環境の整備充実に努めている。その中で、学力向上や健全育成などの両面を考慮して、土曜日授業運営モデル事業という全国的にも先駆的な取り組みが進行しているが、本市の教育哲学や理念を核として、さらなる発展を願っている。
また近年、全国各地で、子どもたちを巡った残念な事件が多発している。本市では、落ち着いた教育環境を確保しているが、子どもたちが法律やルールを守り、豊かで康らかな心と健やかな身体で自らを律し、「夢と志」を持って未来を切り拓いていけるように、家庭、学校、地域が連携して取り組む必要がある。その上で、いじめやいわゆる問題行動などで不測の事態が発生したときは、包み隠さず、組織全体で取り組まなければならない。不測の事態が起きないことに越したことはないが、起きたときにどう対処したかによって、評価されるものであることを、肝に銘じて今後とも対応されたい。

東かがわ市の子どもたちの成長を様々な角度から見守り、事業を実施することは、教育委員会事務局の職務ではあるが、それ以上に熱い思いを感じている。その上で、委員からの追加意見として、①未来の地域防災リーダーとして子どもたちが地域を歩き、地域の方々や専門家の力を借りて「地域の防災・安全点検」を行い、防災の提言と防災マップを作るなどの取り組みを検討して欲しい、②自らの事務点検評価にあたっては「東かがわ市教育基本計画」に沿って、計画から実行、検証、改善という過程を重視し、次の計画につなげて欲しい、③施策と事業は細分化するよりも、大括りにした方が実があがるものもあり、関係各課の連携を思料して欲しいことを付記しておきたい。

最後に、教育委員会事務局は、前年の事務点検の結果を、翌年以降の施策に反映している。今後とも、市長部局と一体となって、本市の教育文化の発展に一層尽力していただきたい。









































































































































































基本方針４　生涯を通じて学び続ける環境を整備する





基本方針４　生涯を通じて学び続ける環境を整備する





基本方針４　生涯を通じて学び続ける環境を整備する





基本方針３ 子どもたちの安全・安心を確保するとともに，質の高い教育環境を整備する
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